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フ ィ ラ リ ヤ 行 脚
鹿児島大学教授 岡 元 健 一 郎
昭和21年,恩師皆 見,富 川両先生 の恩命に より当時の鹿児島医専に赴任 したのは5月 始 め
であつた.鹿 児島は戦災によつ て市街地の8割 以上 が瓦礫 に帰 し一望 の焼野原 である.私 は
七高 に学 んだので懐 しい土地 であるが,駅 前か らは一条の軌道が延びているだけで,何 十 分
置 きかに発車す る電 車を待つ 人が列 を作 つていた.医 専 も基礎教室は市街南部 の郊外であつ
たため幸 に戦災を免がれていたが,附 属病院 は全焼 して北部の盲唖学校に寄宿 していた.
兎 に角,診 療 と講義 を始 めたが講義室 も盲唖学 校の借部屋であ る.そ の後2,3ヵ 所病院
は転々として現在の場 所に落着 いて病院 の新築が始められたのは昭和22年である.そ の間1
年研究な どとい うことは勿論出来ず,そ の衝動 にも乏 しかつた.戦 争病である済癬,淋 疾,
梅毒など今考 えると懐 しい疾患 の診療に'忙殺 され,駐 在米軍か ら分与 され るペニシ リンの偉
効に驚 嘆 していた.
鹿児島に きて2年 目になつて も臨 床教室は建 築がで きず,纏 つた研究は 目算 もつかない
荏再 日を過 してい て少々い ら立 つてきた頃,外 来 を訪れ る乳庭尿,陰 嚢水腫な どフィラ リヤ
症候群の患者が可 成 り多いのが心を惹いた.象 皮病は流 石に少ない.焼 け残つた基礎教室の
図書館には幸 に皮性誌のBacknumberが揃つていたので繰 つてみると 鹿児 島県 に於け る
フィラ リヤ症 の研究は ここ暫 く中断 されている ことを知 つた.明 治41～43年松 下博士一門に
よつて種 子島 および附近の離…島で始め られた本症 の研究は長 く中断され,昭 和13～17年西郷,
松岡,前 畠の諸氏 によ り沖縄,大 島などで再 び取 り上 げ られ たが,そ の後 また中断 され・特
に本土に於 け る研究 は殆 どない.そ の後 の本症の分布,侵 淫度の推 移,と くに本土 に於け る
状態をみるだけで も興 味が あるし,第 一 こん な仕事な ら労力 だけを惜 しまなければ研究設 備
は殆 ど要 らない これで もやつてみようと思い立つたのは昭和22年の春で あつた.
先ず県医師会の 名簿に よつて県下開業の医家約5009.に葉書 アンケー トを出 して・最近5
力年間の本症受診患者の頻度を問い合 わせ て概況を知 つた.そ れか らボツボ ツ現地 に出かけ
ようというわけであ る.
鹿児島県の両方の脚をな してい る大 隈,薩 摩両半島の うち大隈半島の南端,佐 多町か ら入
院 していた患者が退院 したので,頼 んでその家 に暫 く寄せて もらうことに したのは昭和22年
9月である.汽 車 もバ スも通 わない所 で,一 応薩摩半島南端 の山 川町 まで鉄道 でゆ き船 で対
岸の伊座敷 に渡 る.板 覆 いをかけた2屯 程の渡船の籠 に寝 ころんで真夏 の太陽を さけて約1
時間,同 行 は永吉君 である.伊 座敷 の浜は美 しかつた.灼 熱 の太陽 を照 り返 えす銀 砂の浜に
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が.数 年前からや うや く泌尿器科本来の研究も出来 る態勢がととのい,県内のフィラリヤ行
脚の杖が遠のいてきたのは一面残念とも思える.
